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          斎  藤     薫．
          森  下  文  夫
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TEST OF URINARY INFECTION
            Kaoru SAiTo and Fumio MoRisHiTA
Fr門田DePartmentげσブ0109ッ， Mie UniversめSch∂01げMedicine
             （Chairman： Prof． S． Tada， M． D．）
   BACTURCULT， a diagnostic urine culture tube， was recently manufactured for the Pur－
pose of screening test of urinary tract infection． The． kit was clinically tried to test its use－
fulness． The basic study was also carried out．
   1） Solution containing． knowp strain of known bacterial count was smeared on BAC－
TURCULT ahd cultured． The colony count and change of eolor were investigated．
   2） BAC’IIURCULT was clinically’applied as a screening test and strains and bacterial
count were estimated． A same ’urine’ sample was f’orwarded to the central laboratory for iden－
tificatiop and culture． Both results were compared．
   3） ln the basic study， false’ positive results were observed probably due to limited range
of bacterial count from 105 to 104． There was no fa！se negative result． ln the clinical trial，
85・ out of 116 samples （82％） showed the accordance． lf infection could be differentiated from
contamination at 105／ml of bacterial count and 50 of bacterial colonies， 109 out of 116 sam－
ples showed the accordance．
   4） As to the color， the basic study yielded a good results such as high accordance rate
as97％（65／75）， P・・ゆ1・・玉yinE・・厩伽・・〃，P・e・・d・m・…aer・・gin・・a a・d P・・t…s・0・
晦e．Qt．her．．．hqnd，270ut of 57．垂盾唐奄狽宴р?cu1t叫e samples showed the accordance between color
’ahd bacte’rid．
   5） ． Urine pH qid not seem to influence color reaction． A definite conclusion was， how－
dve’r， defetted．
   6） BACTURCULT seemed to be quite useful as a screening test， but requires some im－






  これらを簡略化しscreening test．として使用でき
るようにする目的で，下認のような製品が開発されて
いる，
 1． Unibac： （Bio－Dynamics， lnc．）
 2． ’UTI－Tect Bacteriuria Diagnostic Test Kit：
    （Courtland Scientific Product， Div． Abbott
    Labs．）
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 3． Bacta－uria Diagnostic Media Swabs：
    （Laboratory Diagnostics Co．）
 4． Uricult： （Laaketehdas Orion OY， Helsinki）
 5． Quanti kit： （United Medical Labs．， lnc．）
 6． Uro－Bacti－Lab．： （Bacti－Lab．）
 7． Uro－Checkit： （Bacti－Lab．）
 8． Dipionoc： （Stayne）
 われわれが使用したDiagnostic Urine Culture
Tube（BACTURCULT）も同様の目的で考案された
ものである． Fig・1に示すような，内面に特殊な















 内面には次のような組成のspecial nutrient indi－
cator－culture mediumがcoatingしてある．
 Peptone ・・・・・・・・…一・！一・・・・・・…2％ （by weight）
 Lactose 一・・・・・・・・・・・・・・・・・…一・・1％




 Phenol red （O．2％sol．）…50 ml／L of medium































Fig． 2． Counting strip．
Table 1
Average number of colonies





































 Group I． lactose fermenters：例えばE， coli，
Enterococcusで，これらはacid reactionを示し培
地を黄色に変化させる（Fig．3）．
 Group H． 例えCX’Klebsie〃a， StaPhylococczcs，
StrePtococcecsで，これらはpHを変化させずrose
～orangeのtube本来の色から変化しない（Fig．4）。



































 ユ．Escherichia coli ATCC－10536
 2． Klebsiella Pneecmoniae
            ATCC－10331 （IFO－3512）
 3． StaPhylococcus aecreus ATCC－14775
 4． Pseecdomonas aerecginosa IV （IFO－12689）
































     Fig． 4．
総






































  Table 2．菌浮遊液の調製方法
第i日 Heart infusion agarに菌株を接種して37。Cで培養（約20時間）
第2日 滅菌蒸留水（以下「水」と略す）30．5mlに前日接種した斜面の菌体を2エ
    ーゼ添加して混和する（菌株原液）
i離原液
  ・一」（原液希釈）            原液忌数測定 （吸光度法）
原液0。5mlをとり水を加えて




量50mlとす   （×100）
第2希釈液 ②      →②を10m1とりBC－a液とする轄を・・水・門門②を・ml・・水・ml・畿羅：1：i：
              →②を1．5mlとり水10．5mlと混和 （×8）
                          BC－c液（5×104／ml）
灘蝶＿混和L③を、ml、，水，ml、混和，。4）
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Fig，11．菌数とBC－colony数との関係

















































Table 5．各検体の成績 （中検培養結果による菌種によってまとめた）  転          po入外
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StaPhy． aure， 160 x 200／ml
 ！i sOx 200／ml
 ，f 30×200／ml












































































































































































































































急性膀胱炎尿 管 結 石
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22， StaPhyloc． ePidermidis 14， StaPhyloc． aecreus
3， StrePtoc． viridans 1， Klebsiella 11， Ps． aeru－
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     Table 10． BC一色調の結：果
尿路感染症診断用尿培養管
＼＿旦隻一色調黄変．不変赤変 計












 BC一色調が黄変した27検体における菌種は， E． coli
16p． StaPhylocoρcus 7， Klebsie〃a 4検体で菌種との
一致率は16／27（59％），不変のままの検体は，E。 coli
2， StaPhylococeacs 7， Klebsiella 1， Protevs 2，
Pseasdomonas 1検体の計13検体で，菌種との一致率
は8／13（62％），また赤美した検体は，E． coli 4， Sta－







黄     変
不     変
赤     変
検  体  数

































     7／17（41）i・／・（。）1／11 （9） 1 1／3 （33） 1 2／3 （67）
（＊一致検体）
 またTable 11において，菌種別の色調一致率をみ






（Ta》lg 12）が，菌数105／ml以上の検体は， E． coli
16， StaPhylococcus 6， Klebsiella 11， Proteecs 3，
Pseudomonas 1検体の計37検体で，このうち色調の
一致したのは，計16検体43％であった。これに対し菌
数10s／ml未満の検体は， E． coli 6， StaPhylococcus
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 Group I．例えばE． eoli，． Enterococcusで，こ
れらはlactoseを分解しacid reactionを示し培地
を黄色に変化させる．
















































































％， StaPhylococcus 53％， Klebsiellaは82％と
Klebsie〃aが最も高い一致率を示すが，前述の観点
から工数105／m1， BC－colony数50で分別すると， E・


































 以上の結果から考えれば，group Iの1actose fer－
mentersとかgroup lllのurea splittersのよう
にphenol red indicatorを赤変または黄変させる菌
種群については，かなりの色調一致をみることができ
た．このことは，尿路感染の原因菌としてもっとも頻
度の高いE． coliの場合に黄変がみられ，弱毒菌では
はあるが，薬剤耐性であることの多いProteecs， Ps．
aeruginosaが赤変ずることから，これらの2つの
groupの菌による感染を推測できるだけで，臨床的
に有意なものと考えられる．
 臨床使用成績では，中州培養㊦群57検体中BC一色
調が黄変したしのは27検体で，このうちgroup Iの
菌種（E．co i）が確認されたのが16検体で，59％，
色調不変のものは13検体で，group IIの菌種（Sta一
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Phy／c．， S．trePtoc．，．Kle，bs∫e”の群は計8検体で62％，
赤変したものは17検体で，色調一致を示すgroup HI
のProteus， Pseudomonasが確認されたのは3検体
18％であった．3groupともじゅうぶんな一致をみ
たとはいえない（Table 10，11）．全体的にみても57検
体中27検体，47％に一致をみたのみである．
 また菌種の側からみた場合，もっとも成績のよかっ
たE．coliをみても22検体中16検体73％に黄変をみた
のみであった．
 基礎実験において100％の一致をみたE．coli，
Pseudomonas， Proteacsについてまとめると，28検体
中19検体，68％に一致をみている．／t反対にGroup II
では，29検体中8検体，28％に一致をみるにすぎな
い．
 以上の結果から，色調から菌種を推定することには
問題があり，基礎実験と臨床使用成績の問の相違を解
明する必要があると考えるが，今回の基礎実験および
臨床使用成績の結果においても結論できなかった、
 3）尿pHのBC一色調におよぼす影響
 基礎実験では，菌浮遊液のpHが6．Oであっても
8．0であってもとくにBC一色調の差は認められなかっ
た．E． coliの黄色， Proteusの赤色におのおのの
tube間の色調の差はほとんど認められなかった．臨
床的には被検尿のほとんどがpH－6．0で，その影響
については言及することのできるような成績は得られ
なかった．
 最後に，中検培養θ，かつBACTURCULTでも
colony形成を認、めなかったnegative and negative
群においても，軽度の変化ではあるが17検体に黄変，
7検体に赤毛をみており，．この原因についても，薬剤
使用の有無，pHの影響があるのか不明である．
§7総 括
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 1）既知菌株，既知菌数の菌浮遊液を調製しBAG
TURCULTを使用して，そのcolony数および色調
の変化をみた．
 2）BACTURCULTを臨床的にscreening test
として使用し，同一被検尿について菌の同定，培養を
おこない，BACTURCULTから推定されるそれと比
較した．
 3）菌数一致率は，基礎実験ではfalse positiveが
多く認められたが，菌数105～104付近に限定したた
めとも考えられた． false negativeは認められなか
った．臨床使用成績では116検体中95検体82％に一致
を認めた．菌数105／mi， BC－colony数50を以てin－
fectionとcontaminationとを分別するならば， IJ6
検体中109検体94％となる．
 4）色調一致率は，基礎実験では75検体中65検体87
％と高く，とくにE．coliと」）S． aeruginosa， Pro一
蜘3には著明であった．臨床的には中検培養①群57
検体中27検体47％にBC一色調の一致を認めたのみで
あった．
 5） 尿pHのBC一色調に対する．影響は，ほとんど
ないように思われるが，今回の検討ではじゅうぶんに
結論を得られなかった．
 6）BACTURCULTの臨床的適用は菌種群の推定
にば問題が残されるが，screening testとしての適
用はじゅうぶんに可能と考えられる．
 稿を終えるに当り，ご校閲を下さった多田 茂教授と，ご
多忙：のなかご協力下さった当院中央検査細菌室（室長 別所
靖先生）の諸兄に深謝いたします．また，BACTURCULT
tubeをご提供いfだいた杏林薬品株式会社にお礼申し上げ
ます．
（1975年3，月3日受付）
